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市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
ま
た

は
父
子
家
庭
の
父
を
対
象
に
、
就

業
を
目
的
と
し
た
教
育
訓
練
講
座

の
受
講
費
用
の
一
定
割
合
を
支
給

す
る
「
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

金
事
業
」
と
、
看
護
師
や
介
護
福

祉
士
な
ど
の
資
格
取
得
の
た
め
の

養
成
機
関
で
の
修
業
期
間
に
経
済

的
支
援
を
行
う
「
高
等
職
業
訓
練

促
進
給
付
金
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

自
立
支
援
教
育
訓
練 

給

付

金

事

業

　
【
対
象
】次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
母
子
家
庭
の
母
ま
た

は
父
子
家
庭
の
父
。

　
①
教
育
訓
練
講
座
の
受
講
の
日

か
ら
申
請
の
日
ま
で
市
内
に
住
所

が
あ
る
方
②
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
そ
の

支
給
要
件
と
同
様
の
所
得
水
準
に

あ
る
方
③
教
育
訓
練
講
座
の
受
講

を
開
始
す
る
日
に
お
い
て
、
雇
用

保
険
法
に
基
づ
く
教
育
訓
練
給
付

の
受
給
資
格
が
な
い
方
④
過
去
に

当
該
事
業
に
基
づ
く
訓
練
給
付
金

を
受
給
し
て
い
な
い
方
⑤
就
業
経

験
、
技
能
、
資
格
の
取
得
状
況
ま

た
は
労
働
市
場
の
状
況
な
ど
か
ら

判
断
し
て
、
当
該
講
座
の
受
講
が

適
職
に
就
く
た
め
に
必
要
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
方

　
【
対
象
講
座
】雇
用
保
険
制
度
の

教
育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育
訓
練

講
座
。「
厚
生
労
働
大
臣
指
定
教
育

訓
練
講
座
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
雇
用
保
険

給
付
課
ま
た
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.kyufu.

mhlw.go.jp/kensaku/T_M
_ken

saku

）
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

　
【
事
前
相
談
】市
の
講
座
指
定
が

必
要
と
な
る
た
め
、
受
講
前
に
、

児
童
青
少
年
課
（
市
役
所
２
階
）

へ
電
話
予
約
の
上
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
事
前
相
談
を
し
な
い
で

受
講
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
給

付
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

　
【
支
給
額
】受
講
に
要
す
る
費
用

の　
％
相
当
額
（
上
限
は　
万
円
。

６０

２０

１
万
２
０
０
０
円
以
下
は
支
給
対

象
外
）

高
等
職
業
訓
練
促
進 

給

付

金

事

業

　
【
対
象
】次
の
①
～
④
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
母
子
家
庭
の
母
ま
た

は
父
子
家
庭
の
父
。
た
だ
し
、
父

子
家
庭
の
父
は　
年
４
月
１
日
以

２５

降
に
修
業
を
開
始
し
た
方
。

　
①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
、
ま
た
は
そ
の
支
給
要

件
と
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
方

②
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
養
成

機
関
で
修
業
し
、
対
象
資
格
の
取

得
が
見
込
ま
れ
る
方
③
就
業
ま
た

は
育
児
と
修
業
の
両
立
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
④
過
去
に

当
該
事
業
に
基
づ
く
訓
練
給
付
金

を
受
給
し
て
い
な
い
方

　
【
対
象
資
格
】看
護
師
、准
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
保
健

師
、
助
産
師
、
理
容
師
、
美
容
師
、

歯
科
衛
生
士
、
製
菓
衛
生
士
、
調

理
師
な
ど

　
【
事
前
相
談
】審
査
の
た
め
事
前

相
談
が
必
要
で
す
。
同
課
へ
電
話

予
約
の
上
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
【
支
給
額
】住
民
税
非
課
税
世
帯

＝
月
額　
万
円
▼
住
民
税
課
税
世

１０

帯
＝
月
額
７
万
５
０
０
円

　
※
修
業
期
間
の
う
ち
３
年
を
上

限
と
す
る
。

　
詳
し
く
は
同
課
助
成
支
援
係
☎

４
７
０
・
７
７
３
６
へ
。

更

新

手

続

き

　
自
立
支
援
医
療
制
度
（
精
神
通

院
）
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
有

効
期
間
が
終
了
す
る
と
、
自
立
支

援
医
療
費
の
受
給
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
継
続
す
る
場
合
は
、
必

ず
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
有
効
期
間
は
、
お
手
持
ち
の

受
給
者
証
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 　

更
新
手
続
き
は
、
有
効
期
間
終

了
日
の
３
カ
月
前
か
ら
、
障
害
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

診
断
書
の
提
出
は 

２

年

に

１

度

　
更
新
手
続
き
に
お
け
る
診
断
書

の
提
出
は
、
病
状
お
よ
び
治
療
方

針
に
変
更
が
な
い
場
合
、
２
年
に

１
度
で
す
。

　
前
回
手
続
き
の
際
に
診
断
書
を

提
出
し
て
い
る
場
合
、
今
回
の
更

新
手
続
き
で
は
診
断
書
の
提
出
は

不
要
で
す
。
な
お
、
更
新
手
続
き

は
、
毎
年
必
要
で
す
。

　
【
ご
注
意
】有
効
期
間
を
過
ぎ
て

か
ら
の
再
開
申
請
や
、
前
回
の
更

新
時
に
診
断
書
な
し
で
手
続
き
を

し
た
方
は
、
診
断
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ま
た
、「
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
」
を
所
持
し
て
い
る

方
は
、
前
回
更
新
時
に
診
断
書
を

提
出
し
た
場
合
で
も
、
手
帳
更
新

の
た
め
に
診
断
書
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
診
断
書
の
提

出
が
必
要
か
不
明
な
方
は
、
同
課

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い

所
得
区
分
の
変
更

　
「
保
険
証
の
世
帯
が
変
更
に
な

っ
た
」
「
前
年
度
と
課
税
状
況
が

変
わ
っ
た
」
な
ど
の
場
合
、
有
効

期
間
の
途
中
で
も
所
得
区
分
の
変

更
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
所
得
区

分
の
変
更
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
、

申
請
日
の
翌
月
初
日
か
ら
新
し
い

所
得
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
地
域
支
援
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市

政
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
、
市
の

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、　

年
度
下
半
期
（　
年

２７

２７

　
月
１
日
～　
年
３
月　
日
）
の

１０

２８

３１

予
算
執
行
、
基
金
、
市
債
の
現
在

高
、
財
産
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市

債

の

状

況

　
道
路
、
公
園
の
整
備
や
公
共
施

設
の
建
設
な
ど
、
将
来
そ
の
施
設

を
利
用
す
る
世
代
に
も
負
担
を
し

て
も
ら
う
こ
と
が
適
当
な
事
業
の

場
合
、
市
で
は
事
業
費
の
一
定
割

合
を
「
市
債
」
と
し
て
国
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
現
在
高
＝
３
３
７
億
５
１

５
４
万
２
千
円

　
【
内
訳
】一
般
会
計
＝
２
４
４
億

４
９
４
８
万
円
▼
下
水
道
事
業
特

別
会
計
＝　
億
８
０
９
２
万
２
千

９９

円

市
民
負
担
の
状
況

　
市
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
が
納
め

て
い
る
市
税
の
ほ
か
、
国
や
都
か

ら
の
支
出
金
な
ど
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
人
当
た
り
の
市
税
負
担
額
＝

　
万
５
千
円
▼
１
世
帯
当
た
り
の

１４市
税
負
担
額
＝　
万
９
千
円

３１

基

金

の

状

況

　
基
金
は
、
家
計
で
言
え
ば
「
貯

金
」
に
当
た
る
も
の
で
す
。
多
額

の
資
金
が
必
要
と
な
る
事
業
に
備

え
、
財
政
事
情
を
考
慮
し
な
が
ら

目
的
ご
と
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
基
金
現
在
高
＝　
億
９
３
６
８

５３

万
９
千
円

　
【
内
訳
】財
政
調
整
基
金
＝　
億
３１

５
５
４
５
万
円
▼
そ
の
他
の
基
金

＝　
億
３
８
２
３
万
９
千
円

２２公
有
財
産
の
状
況

　
公
有
財
産
と
は
、
市
が
所
有
す

る
不
動
産
や
動
産
な
ど
を
言
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
の
土
地
、
建
物
な

ど
の
財
産
は
次
の
通
り
で
す
。

　
土
地
＝　
万
６
１
５
７
・　

平

５８

６３

方
丿
▼
建
物
＝　
万
４
５
２
７
・

１９

　
平
方
丿
▼
工
作
物
＝
１
４
４
カ

９７所
　
※
各
計
数
は　
年
３
月
末
現
在

２８

の
も
の
で
す
。
原
則
と
し
て
表
示

単
位
未
満
四
捨
五
入
の
た
め
、
合

計
な
ど
に
一
致
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

一

般

会

計

　
【
予
算
総
額
】４
０
５
億
４
８
９

６
万
３
千
円
。
当
初
予
算
額
は
３

９
０
億
１
１
０
０
万
円
で
し
た
が

５
回
の
補
正
を
行
い
ま
し
た

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝
３
６
４
億

６
４
７
９
万
５
千
円
▼
収
入
率
＝

　
・
９
％

８９
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
３
５
３
億

７
５
３
万
７
千
円
▼
執
行
率
＝

　
・
１
％

８７国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】１
５
１
億
９
４
０

１
万
２
千
円

　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝
１
３
５
億

９
２
９
２
万
７
千
円
▼
収
入
率
＝

　
・
５
％

８９
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝
１
３
７
億

９
８
６
万
９
千
円
▼
執
行
率
＝

　
・
２
％

９０後
期
高
齢
者
医
療 

特

別

会

計

　
【
予
算
総
額
】　
億
９
８
４
万
９

２６

千
円
　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝　
億
７
８

２５

７
８
万
８
千
円
▼
収
入
率
＝　
・
９８

８
％
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝　
億
８
３

２５

４
１
万
８
千
円
▼
執
行
率
＝　
・
９９

０
％介

護
保
険
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】　
億
４
９
６
万
５

７８

千
円
　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝　
億
４
５

７１

５
８
万
６
千
円
▼
収
入
率
＝　
・
９１

６
％
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝　
億
４
７

６９

９
１
万
３
千
円
▼
執
行
率
＝　
・
８９

０
％下

水
道
事
業
特
別
会
計

　
【
予
算
総
額
】　
億
６
３
７
１
万

２９

円
　
【
歳
入
】収
入
済
額
＝　
億
１
９

２５

０
９
万
７
千
円
▼
収
入
率
＝　
・
８５

０
％
　
【
歳
出
】支
出
済
額
＝　
億
８
３

２７

５
５
万
３
千
円
▼
執
行
率
＝　
・
９３

９
％
　
※
予
算
総
額
に
対
す
る
執
行
率

は
、
い
ず
れ
も　
年
３
月
末
日
現

２８

在
の
も
の
で
す
。
１
年
間
の
決
算

は
、
現
金
の
未
収
・
未
払
い
の
整

理
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

る
「
出
納
整
理
期
間
（
４
月
１
日

～
５
月　
日
）」後
に
確
定
し
ま
す
。

３１

　
詳
し
く
は
財
政
課
☎
４
７
０
・

７
７
０
６
へ
。

364億6,479万5千円364億6,479万5千円364億6,479万5千円

353億753万7千円353億753万7千円353億753万7千円
52億4,142万6千円

40億8,416万8千円

予算総額に占める収入・支出済額
と収入・支出予定額
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難
病
医
療
費
助
成
制
度
に
係
る

「
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受

給
者
証
」
ま
た
は
「
マ
ル
都
医
療

券
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
引
き
続

き
医
療
費
助
成
を
希
望
す
る
方
は
、

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。
更
新

に
必
要
な
書
類
な
ど
は
都
か
ら
郵

送
さ
れ
ま
す
。
早
め
に
障
害
福
祉

課
（
市
役
所
１
階
）
で
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
有

効
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、
医

療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、

改
め
て
手
続
き
を
し
た
日
か
ら
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
４
７
、
フ
ァ
ク
ス
４
７
５
・
８

１
８
１
へ
。

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

東
久
留
米
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ
り
、

ど
な
た
で
も
市
長
が
作
成
し
た
報

告
書
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
【
閲
覧
で
き
る
報
告
書
】資
産
等

補
充
報
告
書
、
所
得
等
報
告
書
、

関
連
会
社
等
報
告
書

　
【
閲
覧
期
間
】７
月
４
日（
月
）か

ら
。
時
間
は
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
と
土
曜・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
【
閲
覧
場
所
】総
務
課（
市
役
所

４
階
）

　
※
７
月
４
日
（
月
）
か
ら
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
庶
務
担
当
☎
４

７
０
・
７
７
１
４
へ
。

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
６
月
１
日
号
２
面
、

「　
年
度
国
民
健
康
保
険
税

２８
（
国
保
税
）
の
税
率
な
ど
が

改
訂
に
な
り
ま
す 
」
の
表

「
資
料　
国
民
健
康
保
険
税

算
定
例
」
例
５
の
「
保
険
税

額
」
の　
年
度
の
税
額
に
誤

２８

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
「　
万
１
１
０
０
円
」
で

４５

す
。
　
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

人
口
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
地
方

行
政
の
税
収
に
も
大
き
く
影
響
す

る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
戦
略

的
に
投
入
し
、
健
全
な
財
政
運
営

と
持
続
的
成
長
の
実
現
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
財
政
健
全

経
営
計
画
」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
で
方
向
性
を

示
し
ま
し
た
が
、
市
の
現
状
を
考

え
て
み
ま
す
。

　
国
勢
調
査
の
結
果
、
当
市
の
人

口
は
微
増
で
安
堵
し
ま
し
た
が
、

都
内
で
も
人
口
が
減
少
し
た
自
治

体
が
あ
り
、
危
機
感
を
持
ち
ま
す
。

高
齢
化
率
は
４
月
１
日
現
在
、　
・２７

　
％
で
多
摩　
市
中
４
番
で
す
。

０３

２６

し
か
し
、
昨
年　
月
公
表
の
合
計

１０

特
殊
出
生
率
は
１
・　

と
都
内
市

４３

区
で
１
番
で
す
。
若
い
世
代
が
選

ん
で
く
れ
る
要
素
が
東
久
留
米
に

は
あ
る
の
で
す
。
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
社
会
に
ど
の
よ
う
に
対

処
し
て
い
く
の
か
現
状
を
踏
ま
え
、

適
時
的
確
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　
今
年
度
予
算
は
社
会
保
障
関
係

経
費
を
確
保
し
つ
つ
、
若
い
世
代

人
口
減
少
社
会
へ
の
取
り
組
み

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
６
月

の
梅
雨
の
季
節
に
入
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
昨
年
の
国
勢
調
査
の

結
果
（
速
報
）
か
ら
、
都
内
区

部
・
多
摩
地
域
で
人
口
の
増
減

二
極
化
が
見
ら
れ
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
を
感
じ
ま
し
た
。

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
、
選
ば

れ
る
ま
ち
と
し
て
の
環
境
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
に
重
点
を
置

き
ま
し
た
。
子
育
て
世
代
に
は
、

　
年
度
当
初
ま
で
に
待
機
児
童

３０解
消
を
目
指
す
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
拡
充
や
財

政
負
担
の
軽
減
も
図
り
ま
す
。

旧
大
道
幼
稚
園
跡
の
新
児
童
館

建
設
に
向
け
て
も
取
り
組
み
ま

す
。
都
内
で
も
先
駆
的
な
国
語

力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
学
習
事
業

も
始
め
ま
す
。
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
は
、
都
市

計
画
事
業
の
調
整
強
化
や
竹
林

公
園
整
備
事
業
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
持
続
的
成
長
の
た
め
、

財
政
負
担
を
考
慮
し
つ
つ
、
未

来
へ
投
資
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
　
今
年
度
予
算
か
ら
「
見
え
る

化
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
予

算
書
の
「
わ
か
り
や
す
い
版
」

を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市長

年
度
下
半

　

年
度
下
半
期期

２７２７市市
のの
財
政
状
況

財
政
状
況
をを
公
表
公
表
し
ま
し
ま
すす

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業
とと

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
事
業

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
事
業
のの

ご
案
ご
案
内内

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
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精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精精
神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院

自
立
支
援
医
療
制
度
（
精
神
通
院
））））））））））））））））））））））））））））））））））

ををををををををををををををををををををををををををををををををを
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

を
利
用
し
て
い
る
方
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

市
長
の
資
産
等
報
告
書
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

特特特特特特特特特特特特特特
定定定定定定定定定定定定定定
医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療
費費費費費費費費費費費費費費
（（（（（（（（（（（（（（
指指指指指指指指指指指指指指
定定定定定定定定定定定定定定
難難難難難難難難難難難難難難
病病病病病病病病病病病病病病
））））））））））））））
受受受受受受受受受受受受受受
給給給給給給給給給給給給給給
者者者者者者者者者者者者者者
証証証証証証証証証証証証証証

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
ととととととととととととととと

ママママママママママママママ
ルルルルルルルルルルルルルル
都都都都都都都都都都都都都都
医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療
券券券券券券券券券券券券券券
のののののののののののののの
更更更更更更更更更更更更更更
新新新新新新新新新新新新新新
手手手手手手手手手手手手手手
続続続続続続続続続続続続続続
きききききききききききききき
にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい

マ
ル
都
医
療
券
の
更
新
手
続
き
に
つ
い
ててててててててててててててて


